














































要 約:  1951～1968 年と 1974～1995 年にわたり、日本全国の人口動態統計から得られた

多胎出産(出生と死産)資料を用いて多胎の種類別出産率を調べた。不妊治療のふたごへの

影響は 1986 年までは小さいが、翌年から上昇している。三つ子以上の多胎出産率は 1951

～1968 年まで横這い傾向にあるが、1974 年から上昇をはじめ、1985 年以降は急上昇して

いる。ふたご出産率は 1951～1968 年の値より 1995 年の値の方か 1.3 倍、三つ子は 4.7 倍、

四つ子は 26.3 倍も上昇している。五つ子の値も 1974～1980 年の値より 1994～1995 年の

方が 4.6 倍も高い。なお、1995 年のふたご出産率は前年(1994 年)の値に比べ 3.1%、三つ

子と四つ子出産率は足踏み状態にある。

  1986～1994 年における日本全国の卵性別ふたご出産率の年次推移をみると、1卵性ふた

ご出産率(出産千対)は年次に対し横這い(3.7-4.2)であるが、2 卵性ふたご出産率は 1986

年の 1.9 から上昇し、1989 年以降急上昇し、1994 年は 3.9 に達し 1 卵性ふたご出産率に

近い値を示している。県別に卵性別ふたご出産率の年次推移を分析したところ、 2 卵性

ふたご出産率は 2/3 の県で有意に上昇していたが、1 卵性ふたご出産率は 1 県を除き年次

に対し横這い傾向が得られた。県別の卵性別ふたご出産率の年次推移から、ふたご出産率

は 1992 年頃から急上昇している県が多いことか明らかになった。1994 年の 2 卵性ふたご

出産率(平均値は 3.9)を県別にみると、一番高い値は 5.9 と全国平均より 1.5 倍も高く、

1960 年以前の白人の値に近づいている。

 同性三つ子出産率は1975～1979 年までは横這いであるが、翌年から上昇している。一方、

異性三つ子出産率は1975 年以降上昇し、1988年以降は急上昇している。1975 年の同性三

つ子出産率は異性三つ子より 2 倍高いが、 1994 年には逆に異性三つ子出産率の方が同性

三つ子より 2倍も高い結果が得られた。

  1990～1994 年の資料を用いて出産数が 3,000 人以上の 650 市区郡で多胎出産率の高い

地域を調べた。その結果、特に高い多胎出産率を示す市区郡を多く含む県は栃木県であっ

た。現時点では不妊治療実施施設の全容が明らかにされていない為、人口動態統計から得

られた多胎出産率の地域格差と不妊治療実施施設の地域分布との一致はまだ見られていな

い。  1 卵性ふたご出産率は母の出産年齢と無関係であるが、2 卵性ふたご出産率は母年

齢と共に上昇し 35～39 歳でピークに達した後に減少している。このパターンは 1992 年以

降乱れがみられる。母の出産年齢別に 2 卵性ふたご出産率の動向をみると、 1987 年以降

30 代で急上昇し、3番目は 25～29 歳で上昇している。次に、三つ子についてみると、 1983

年以前には同性三つ子の方が異性三つ子出産率より全ての母年齢群で 2～3 倍以上も高い

値を示していたが、1992～1994 年にはこの関係が逆転している。また、排卵誘発剤が使

用される以前の自然状態では、同性三つ子と異性三つ子出産率は母年齢が 35～39 歳で一

番高い値を示したが、不妊治療が一般に行なわれるようになった、1992～1994 年には、



同性と異性三つ子出産率は 30～34 歳で一番高い値が得られている。


